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平成２３年 ８月２５日
小樽商科大学 施設課



小樽商科大学の概要

小樽市内

大学構内

施設概要
・所 在 地 ：小樽市緑３丁目５番２１号
・敷地面積 ：137,985㎡
・延べ床面積：38,257㎡
・学 生 数 ：2,335名
・職 員 数 ：198名

設備概要
・電気設備 高圧受電（契約電力510kW）

・熱源設備 重油ボイラによる集中暖房
ボイラ：６トン１台(1980年製)

３トン１台(1985年製)
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１）改修計画について
【蒸気暖房老朽改修のため暖房方式の全面見直し】

原状と問題点
・蒸気ボイラによる集中暖房
・ボイラの経年劣化（３１年，２６年経過）
→補修部品の製造中止
故障時リスク→全学暖房停止

・Ａ重油使用による温室効果ガスの排出
・集中暖房によるエネルギーロス
共同溝での送気ロス
休講等未使用室等への無駄な暖房

・部屋毎に大きな温度差

暖房改修によって得られる効果
①故障時リスク→系統毎の停止→リスクの軽減

共同溝での送気ロスが無くなる
複雑な授業カリキュラムに対応
時間外の暖房対応の強化

②ＣＯ2排出量の削減
ＳＯx排出の削減

地下タンク点検・管理費の削減
③中央からの温度管理

無駄を無くした運転監視
建物毎のエネルギー管理
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①＋②＋③で省エネ効果

（改修計画）
①個別暖房化

②熱源の転換（重油→天
然ガス）

③中央監視設備による温
度管理



２）実施設計について
【３号館暖房設備改修と中央監視設備更新】

３号館（蒸気からＧＨＰに改修）

（建物概要）

・面積：8,269㎡

・構造：R4
・建築年度：S42・S47

（H10部分改修）

・用途：講義室，ゼミ室
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２号館（ＧＨＰ既設）
（建物概要）
・面積：2,489㎡
・構造：R5
・建築年度：H12
・用途：OA実習室，事務室

◆実施設計概要

ライフライン改修の年度計画第一段階として３号館の暖房設備を個別暖房化、中央監視設備の更新、給水主管の更新、電

話交換設備、電力設備の一部などの改修を設計。

◆設計意図（暖房関係）

①個別暖房はＧＨＰとしデマンドの上昇を抑える、全使用エネルギーはＧＨＰでも増加するため中央監視設備で最適制御を行う。

②中央監視設備の計測データーの収集は全電力系統、一部の給水・ガスで、今後は各棟改修時に必要分を追加する。

③工期が建物の使用中となり、暖房期間中かつセンター試験対象建物であるため施工方法等各種の調整。

④３号館（講義室、ゼミ室）

系統別暖房通気（蒸気間欠暖房）から個別ＧＨＰに改修し各室毎に制御可能。
（改修）中央監視設備にて制御し，部屋の用途に応じてスケジュールを設定、利用者の操作は可能だが土日祝日

及び夜間の暖房を停止し、不在室確認のために１日数回停止する。当初は冷房の使用は禁止で設計。

⑤２号館（ＯＡ実習棟、事務室）
既存GHP設備で年間を通じて冷暖房を行っている、各室毎に制御可能。

（従来）週間タイマー制御だが手元での操作可能で，タイマー設定も全て利用者。
（改修）中央監視設備に制御を移行し，部屋の用途に応じてスケジュールを設定、利用者の操作は可能だが土日祝日

及び夜間の冷暖房を停止し、不在室確認のために１日数回停止する。



３）学内調整関係
【中央監視設備の設定、運用上の問題と変更について】

◆当初の設定

３号館のＧＨＰ移行時には中央監視設備は調整中のため設定

できず、改修完了後にリモコンの温度設定操作を禁止し使用時

間制限を設定。

◆運用上の問題

きつい制限のため苦情が多くその都度中央監視設備から空調

の変更を行った。教授会や学務課と打ち合わせただけでは制御

の詳細が理解されていなかった。

◆変更内容

苦情により、温度上限及び使用時間制限に変更した。

①部屋の用途に応じた運転時間の調整。

１）講義室使用一覧による暖房時間の確認。

２）担当者と打合せの上，タイマー設定を行う。

②切り忘れ防止のために定期的に強制遮断する。

③時間外，休日の手元スイッチ操作禁止。

（必要時は事前に施設課へ申請する。）

④使い方等について，利用者への周知。

１）教授会等で教員へ周知。

２）各部屋に設定表・操作方法を掲示して学生へ周知。

◆省エネ効果

２０１０年の猛暑にて３号館の改修後初めて冷房を使用したが

年間のエネルギー消費量は冷暖房総合でも暖房のみの前年を

下回った。 ◎３号館の各部屋に設定表・操作方法を掲示。
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４）中央監視による省エネルギーの検証①
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冷房期間

苦情対応
再調整



４）中央監視による省エネルギーの検証②
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◆現在の状況（その他）

①３号館中講義室は全熱交換器付きＧＨＰの外気処理ユニットを使用して換気を行っている、外気量を削減しビル管法の基

準も維持するためＣＯ２濃度検知で運転する自動運転とした、省エネではあるが時に湿度や臭気が残る。

現在９５０ｐｐｍ：オン・７５０ｐｐｍ：オフにて運用。

②暖房の温度設定はリモコン許可、設定を３０℃とした場合にでも測定室温が２６℃を超えると手元設定温度を２５℃に強

制変更するようにし、また一日数回停止の都度２０℃にリセットする。

③暖房はスケジュール以外は使用者がＳＷを入れ中央監視で定期的に切るという操作になり、不在では暖房が入らない。

④講義中でも部屋に立ち入らずに空調の運転状況を見ることが出来る。

⑤計測データーの確認が出来る棟については夜間の電力水量等の記録により漏水等の追跡調査が可能になった。

⑥中央監視により棟別のエネルギーデーター収集が可能になり個別対策が出来るようになった。

⑦工事完成後に各種調整を行っているため各調整単独での省エネ量は不明。

◆今後の計画

①計測データーの分析により運転スケジュールや無駄を見直す。

②将来は消費エネルギーの見える化を検討。

③室温測定に空調機のセンサーを利用しているため空調している全部屋の温度が測定できるが場所により測定誤差が

１～４℃と大きいため信頼性に劣る、機器追加やパラメーター設定等で誤差の縮小方法を検討。

◆実施に当たっての配慮事項

①最小規模の文系大学であり暖房と照明でのエネルギー消費が大半のため大幅な削減が困難な中での省エネの計画。

②ライフラインの改修はボイラー設備が廃止されるまで完了せずその間は２重の運用経費が掛かる

③空調機や中央監視設備がメーカー混載の場合、施工完了時点で制御等不可能なものも将来可能になる場合があるため

継続的に協議・調整を行う。

５）今後の計画と実施にあたっての配慮事項
【中央監視設備】



規制内容
監視操作 ２号館 ３号館

暖房期（10/22～5/14） 冷房期（5/15～10/21）

「手元操作禁止」 自由 規制 時間内許可 時間内許可

「手元温度設定禁止」 自由 規制 シーズン許可
シーズン禁止

（研究室・キャリア支援除く）

「ＧＨＰ運転時温度設定」 規制 規制 ２０℃ スタート ２７℃ スタート
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冷暖房基本

６）参考資料
【中央監視設備設定の一部抜粋】

【暖房・冷房切替時操作】 ＜ 2号館・3号館 ＞
ＧＨＰの暖房・冷房･送風は監視装置の室外機の画面で切替。
２号館は暖房・冷房－暖房（ＯＮ）、冷房（ＯＦＦ）とする。
３号館は暖房－１、冷房－３、送風－９と数字を入力。

【手元温度設定禁止】 （画面上は「温ＳＰ禁止」と標記）について
暖房期は シーズン 許可 全ＧＨＰの温ＳＰ禁止ポイントを許可として使用者が温度設定可能。
冷房期は シーズン 禁止 研究室関係・キャリア支援室以外は禁止とし使用者は温度設定不可。

【温度設定】 について
暖房期の運転時は温度設定を２０℃。使用者が温度設定可能。
但し温度設定を２６℃以上に上げた時、測定室温が２６℃を超えた場合は設定を２５℃に引き下げ。
冷房期の運転時は温度設定２７℃。使用者は温度設定不可。

【手元操作禁止】 （画面上は「手元禁止」と表記）について
暖房期･冷房期共に基本的に日中は手元操作を許可として講義室･ゼミ室使用者の判断で運転/停止を行う。
・暖房期は早朝保安通気として１時間程度強制運転を行う。また昼･夕・夜に運転/停止。
・運転時は温度設定２０℃。使用者が温度設定可能。
・使用者の判断で運転/停止が可能。
・最終２２時に停止設定。（切り忘れ防止）

・冷房期は監視装置からのスケジュール運転は２号館の一部のみ。昼・夕に停止時間を設定し無駄な運転を防止。
・運転時は温度設定２７℃。使用者の温度設定は禁止。
・使用者の判断で運転/停止が可能。
・最終２０時に停止設定。 （切り忘れ防止）
※冷房期間は外気温、室温を確認して決定するため開始時期は5/15ではない。
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６）参考資料
【中央監視設備設定の一部】
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